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パブリックコメント特集号

江東区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(中間のまとめ)の全文は、区ホームページ(トップペー

ジ→開かれた区政→パブリックコメント→平成26年度)からご覧ください。
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自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う

に
︑
医
療
︑
介
護
︑
介
護
予
防
︑
生

活
支
援
︑
住
ま
い
を
包
括
的
に
提
供

す
る
﹁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
﹂

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
そ

の
構
築
に
向
け
︑
次
の
�
つ
を
計
画

改
定
の
視
点
と
し
ま
す
︒

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

②
医
療
と
介
護
の
連
携

③
予
防
給
付
の
見
直
し
と
新
し
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

︵
以
下
﹁
新
し
い
総
合
事
業
﹂
︶
の
構
築

④
日
常
生
活
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備

⑤
介
護
基
盤
の
整
備
と
高
齢
者
の
住

ま
い
の
確
保

⑥
認
知
症
施
策
の
推
進

⑦
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
の
地
域
づ
く
り

⑧
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上

第
�
部

総
論

計
画
改
定
の
背
景

江
東
区
の
高
齢
者
人
口
は
約

万
10

人
で
︑
高
齢
化
率
︵
人
口
に
占
め
る

歳
以
上
の
割
合
︶
は

・
�
％
で

65

20

す
︵
平
成

年

月

日
現
在
︶
︒

26

1

1

ま
た
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
団
塊
の
世
代
﹂

が

歳
以
上
と
な
る
平
成

︵
�
�

75

37

�
�
︶
年
に
は
︑
ひ
と
り
暮
ら
し
や

認
知
症
の
高
齢
者
の
一
層
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
︑
そ
の
対
応
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

計
画
改
定
の
視
点

高
齢
者
が
介
護
の
必
要
な
状
態
に

な
っ
て
も
︑
住
み
な
れ
た
地
域
で
︑

﹇
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈
意
見
募
集

締
切
後
︑
平
成

年
�
月
に
計
画
策

27

定
︑
区
議
会
へ
の
報
告
︑
区
民
へ
の

公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

｢
中
間
の
ま
と
め
｣に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

︵
月
︶
か
ら
区
内
�
か
所
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
︵
下
表
︶
︒

﹇
意
見
募
集
期
間
﹈

月
�

日
︵
月
︶

12

～

日
︵
月
︶
必
着
﹇
提
出
方
法
﹈
①

22
氏
名
②
性
別
③
住
所
④
年
齢
⑤
ご
意

見
︑
区
外
の
方
は
在
勤
︑
在
学
等
を

記
入
し
︑
郵
送
︵
区
報
掲
載
は
が
き

等
︶
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
︑
福
祉
課

︵
区
役
所
�
階
�
番
︶
・
介
護
保
険
課

︵
区
役
所
�

階
	

番
︶
窓
口
へ
︒
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き
ま

す
︵
電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
︶
︒

▢問
福
祉
課
施
設
整
備
支
援
係

☎
(
�
�
	


)
	
�
�
�

℻
(
�
�
	


)
�
�
�
�

介
護
保
険
課
庶
務
係

☎
(
�
�
	


)
�
	
�
�

℻
(
�
�
	


)
�
	
�
�

中
間
の
ま
と
め
全
文
は
︑
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
福
祉
課
・
介

護
保
険
課
窓
口
︵
区
役
所
�

階
︶
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
︵
区
役
所
�

階
︶
︑
保

健
所
健
康
推
進
課
︑
各
出
張
所
︑

図
書
館
︑
保
健
相
談
所
︑
長
寿

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
︵
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
︶
︑
長
寿
サ

ポ
ー
ト
︵
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
︶
で
閲
覧
で
き
ま
す
︒

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
そ
れ

に
対
す
る
区
の
考
え
方
は
︑
後

日
︑
区
報
・
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
︒
ご
意
見
に
対

す
る
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
︑
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
︒
ま
た
︑

月

日

12

15

▲明るく、楽しく、健康な毎日を（写真は、東砂福祉会館のレクダンス教室)

平成27〜29年度における区の高齢者施策や介護保険事業運営の基礎となる

｢江東区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(中間のまとめ)｣を作成しま

した。この計画は、区の高齢社会像を見据えて、2つの計画を一体的に策定す

るものです。このたび、その概要をお知らせするとともに、パブリックコメ

ント(意見募集)を実施します。皆さんのご意見をお待ちしています。

説明会 ▢申 当日直接会場へ

区役所7階第71〜73会議室14：00〜16：0012／15(月)

会 場時 間開催日

12／16(火)

14：00〜16：0012／20(土)

亀戸文化センター2階大研修室
(亀戸2-19-1カメリアプラザ)

14：00〜16：00

豊洲文化センター1階第5・6会議室
(豊洲2-2-18)

19：00〜21：0012／19(金)

砂町文化センター2階第3・4会議室
(北砂5-1-7)

森下文化センター3階第1・2研修室
(森下3-12-17)

10：00〜12：0012／17(水)

総合区民センター7階第5会議室 (大島4-5-1)14：00〜16：0012／18(木)
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江東区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

（中間のまとめ）の具体的な箇所へのご意見を

お聴かせください。

意見募集締切：12／22(月)必着

20代以下 30代 40代 50代 60代

70代 80代以上
年齢

男・女

住所

性別氏名

※いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

―

―

―

平成26年(2014年)12月�日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

第

部
2施

策
の
取
り
組
み

基
本
目
標
Ⅰ

住
み
な
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
し
く
み
づ
く
り

�
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築

医
療
と
介
護
の
連
携
と
中
核
的
機

関
で
あ
る
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
を
図
り
︑
体
制
構
築
を

進
め
ま
す
︒

�
．
健
康
づ
く
り
の
推
進

高
齢
者
が
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
︑

正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
︒

�
．
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

安
否
確
認
や
緊
急
時
対
応
の
各
種

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
︑
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
見
守
り
活
動
を
支
援
し

ま
す
︒

�
．
防
災
・
安
全
対
策
の
強
化

高
齢
者
が
災
害
発
生
時
に
円
滑
に

避
難
す
る
た
め
の
地
域
で
の
支
援
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
︒

基
本
目
標
Ⅱ

生
活
支
援
・

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

�
．
介
護
予
防
事
業︵
平
成

年
度
︶

27

生
活
機
能
の
低
下
の
早
期
発
見
と

効
果
的
な
介
護
予
防
事
業
の
実
施
を

図
り
ま
す
︒

�
．
新
し
い
総
合
事
業

︵
平
成

年
度
～
︶

28

介
護
予
防
事
業
を
再
編
し
て
︑
平

成

年
度
か
ら
新
し
い
総
合
事
業
と

28
し
て
実
施
し
ま
す
︒

�
．
生
活
支
援
体
制
の
整
備

新
し
い
総
合
事
業
を
構
築
す
る
た

め
︑
住
民
主
体
の
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
の
支
え

あ
い
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
︒

�
．
そ
の
他
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
と
︑
そ
の

家
族
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な

提
供
を
図
り
ま
す
︒

基
本
目
標
Ⅲ

権
利
擁
護
の
推

進
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

�
．
安
心
で
き
る
生
活
の
確
保

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
相
談
支
援
体

制
の
強
化
と
成
年
後
見
制
度
の
普
及

・
促
進
︑
虐
待
の
防
止
と
迅
速
な
対

応
を
図
り
ま
す
︒

�
．
認
知
症
施
策
の
推
進

認
知
症
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑

予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た

め
の
し
く
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
︒

�
．
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
提
供

高
齢
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を
取

得
で
き
る
よ
う
︑
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し

ま
す
︒

�
．
人
材
の
確
保
及
び

資
質
の
向
上

専
門
的
人
材
の
確
保
・
育
成
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
支
援
と

指
導
・
監
督
を
行
い
ま
す
︒

基
本
目
標
Ⅳ

社
会
参
加
の

促
進
と
生
き
が
い
づ
く
り

�
．
生
涯
学
習
と
地
域
交
流
の
促
進

学
習
機
会
の
提
供
と
︑
生
き
が
い

や
健
康
づ
く
り
の
活
動
の
場
の
充
実

を
図
り
︑
地
域
交
流
活
動
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
︒

�
．
社
会
参
加
の
支
援

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
と
情
報
提
供
を
図
り
ま
す
︒

�
．
家
族
介
護
者
へ
の
支
援

家
族
等
の
介
護
者
の
身
体
的
・
精

神
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
︒

基
本
目
標
Ⅴ

高
齢
者
施
設
の

計
画
的
な
整
備
と
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り

�
．
介
護
基
盤
の
充
実

要
介
護
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
維
持
・
継
続
で
き
る
よ
う
︑

介
護
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
︒

�
．
生
活
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

バ
リ
ア
︵
障
壁
︶
の
な
い
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
︒

�
．
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い

住
生
活
の
支
援

高
齢
者
向
け
住
ま
い
の
整
備
︑
既

存
の
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
修

に
つ
い
て
の
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
や

助
成
を
行
い
ま
す
︒

基
本
目
標
Ⅵ

円
滑
な
介
護

保
険
事
業
の
運
営

安
定
的
で
公
正
な

介
護
保
険
制
度
の
運
営

健
全
な
介
護
保
険
財
政
の
運
営
を

行
い
︑
情
報
提
供
︑
低
所
得
者
へ
の

支
援
な
ど
利
用
者
が
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
充

実
し
ま
す
︒
ま
た
︑
介
護
保
険
制
度

の
信
頼
性
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

高
め
︑
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
︑
医
療
機
関
︑
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
︑
指
導
検
査
の
充
実
を

図
り
ま
す
︒

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
推
計
と

保
険
料
の
算
出

第

期
計
画
期
間
(
平
成

～

6

27

29

年
度
)
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
量
︑
お
よ
び
必
要
な
費
用
を
推

計
し
︑
こ
れ
に
見
合
う
介
護
保
険
料

収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
介
護
保
険

料
を
算
出
し
ま
す
︒

被
保
険
者
︑
認
定
者
数
と
も
に
増

江
東
区
の
第
�
号
被
保
険
者
(
65

歳
以
上
)
数
は
︑
平
成

年

月
末

26

10

現
在

万
�
︑
�
�
�
人
で
す
が
︑

10

平
成

年
度
に
は

万
�
︑
	


�

29

11

人
と
な
る
見
込
み
で
す
︒
第
�
期
計

画
期
間
中
は
比
較
的
介
護
の
必
要
性

が
高
い
後
期
高
齢
者
︵

歳
以
上
︶

75

数
が
大
き
く
増
加
す
る
見
込
み
で
す
︒

そ
の
た
め
︑
要
介
護
認
定
者
数
に

つ
い
て
は
︑
平
成

年

月
末
現
在

26

10

�
万
�
︑
�
�
�
人
で
す
が
︑
平
成
29

年
度
に
は
�
万
�
︑


�
�
人
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
︒

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
も
ま
す
ま
す
増

要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴
い
︑

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
は
増
加
す

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
︒

保
険
給
付
費
等
の
推
移
を
見
る
と
︑

第

期
(
平
成

～

年
度
)
は
第

5

24

26

4

期
(
平
成

～

年
度
)
の
約
�
・
�

21

23

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

現
時
点
で
の
第

期
の
保
険
給
付

6

費
等
は
︑
過
去
の
実
績
値
を
も
と
に

要
介
護
認
定
者
数
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
算
定
し
︑
第

期
の
約
�
・
�

5

倍
︵
保
険
給
付
費
約
�
�
	
億
円
︑

地
域
支
援
事
業
費
約

億
円
)
と
見

27

込
ん
で
い
ま
す
︒

第
�
期
の
保
険
料

介
護
保
険
の
財
源
は
︑
保
険
料
50

％
と
公
費

％
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

50

ま
す
︒
第

期
で
は
そ
の
う
ち

％

6

22

を
第

号
被
保
険
者
の
保
険
料
で
負

1

担
し
ま
す
︒
保
険
料
設
定
に
あ
た
っ

て
は
︑
国
が
示
す
低
所
得
者
へ
の
軽

減
策
に
加
え
︑
保
険
料
区
分
の
多
段

階
化
や
基
金
の
適
切
な
活
用
に
よ
り

保
険
料
上
昇
幅
の
抑
制
を
図
り
ま
す
︒

な
お
︑
第

期
計
画
期
間
に
お
け

6

る
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
︑
国
が
示

す
介
護
報
酬
や
そ
の
ほ
か
の
条
件
が

未
確
定
の
た
め
︑
今
後
︑
介
護
報
酬

等
が
決
定
さ
れ
し
だ
い
算
定
し
ま
す
︒

第
�
部

計
画
の

推
進
に
向
け
て

公
募
区
民
参
加
に
よ
る
﹁
江
東
区

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
推
進
会
議
﹂
に
お
い
て
両

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
・
点

検
を
行
い
︑
適
宜
︑
各
事
業
の
必
要

な
見
直
し
を
行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
高
齢

者
福
祉
・
介
護
分
野
の
各
種
団
体
へ

の
支
援
な
ど
を
含
め
区
民
・
事
業
者

等
と
の
協
働
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
︒

こうとう区報は発行日から3日かけて
郵便ポストへお届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更
を希望される場合は、全戸配布コールセンター（平日および
配布日の9：00〜19：00）☎3950-3070へ

読み終わった区報は
古紙回収へ
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